
ソ
ー ラ ー ハ ウ ス の見学の概要に つ い て

場所 : 三 重県員弁郡内の 3 邸 ･ ･ ･ およそ半日

( 往復の移動を含めて)

実施日 : 12月 2 日 ( 火) (雨天決行)

集合場所 : 工学部事務棟前

集合時間 : 1 2 0 0 時

交通 : 大学所有の バ ス

目的 : 太陽エ ネルギ
ー

利用技術､ 計測技術及び太陽 エネルギ
ー

利用住宅の 普及

Ⅰ 邸の概要

住宅における太陽 エネルギ
ー

の利用とい うと主に給湯をイメ
ー

ジするが､ こ こ で扱う住
宅 は､ 暖房を主として給湯も含めた暖房シス テム ( O M ソ ー

ラ
ー ) と発電 シス テム及び

雨水利用をあわせ もち､ 内部には､ 自給自足を夢見る施主が住んで いる ｡
Ⅰ邸は､ 木造軸組工法 ( い わゆる

一

般的な木造住宅) によ る太陽熱を利用した O M ソ ー

ラ
ー ハ ウス ( 床暖房 + 給湯) で ､ こ の シス テ ムとは別 に太陽光を利用 した太陽電池 ( 3
k W ) を設置し系統連系逆潮流あり ( 電力会社と売買契約) による発電を行 い ､ ま た ､
雨水をタ ンク に貯水し､ トイ レに利用するとい う雨水利用を試みて いる ｡
この住宅 は､ 9 5 年 8 月に完成し､ 其の 年 1 1 月から日射､ 電力 ､ 風量 ､ 温度をおよそ
1 0 0 点､ デ ー タ ロ ガ ー を介して パ ソ コ ンに より自動計測を行 い ､ 現在に至 っ て い る.

資料 1 は､ これまで の デ ー タから解析した結果 ( 学会で発表した内の 主な梗概) で ある ｡
資料 2 は､

'

9 7 . 1 . 1 2 の 比較的晴天日の実測結果の 一 例 である ｡

資料 3 は､
'

9 7 . 1 月の各種積算量

他2 邸は､ Ⅰ邸が木造軸組み 工法で あるの に対して ､ パ ネル工法による ロ ー

コ ス ト化を

図 っ た O M ソ ー

ラ
ー ハ ウス ( 性能に つ い てもI 邸より有利と思われ る . ) である. ただ

し､ 実測は行 っ て いな い ｡
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